
敷地内活断層（Ｓ１０，Ｓ１１）は、
後期更新世以降（約１２～１３万年
前以降）の活動が否定できない

原告訴訟代理人弁護士 只野 靖
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敷地内活断層の重要性

• 実用発電用原子炉及びその附属施設の位置，構造及び設備の
基準に関する規則（「設置許可基準規則」）第３条３項）

「耐震重要施設は、変位が生ずるおそれがない地盤に設けなけ
ればならない。」

・ 規則の解釈 別記１（第３条設計基準対象施設の地盤）

第３条第３項に規定する「変位」とは、将来活動する可能性のあ
る断層等が活動することにより、地盤に与えるずれをいう。

上記の「将来活動する可能性のある断層等」とは、後期更新世
以降（約１２～１３万年前以降）の活動が否定できない断層等とす
る。

→耐震重要施設は、変位、すなわち、後期更新世以降（約１２～１
３万年前以降）の活動が否定できない断層等が活動することによ
り、地盤にずれが生ずるおそれがない地盤に設けなければならな
いことが明確に定められている。
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回数 タイトル

2016年1月8日 316 敷地の地形、地質・地質構造及び断層 冒頭合計３回の説明の第１回

2016年3月10日 338 敷地のシーム冒頭合計３回の説明の第２回

2016年6月24日 373 敷地の第四系中の変状冒頭合計３回の説明の第３回

2017年3月24日 456 敷地の地質・地質構造コメントその１

2017年6月23日 478 敷地の地質・地質構造コメントその２

2017年12月22日 536 敷地の地質・地質構造コメントその３

2018年3月23日 558 敷地の地質・地質構造コメントその４

2018年6月1日 579 敷地の地質・地質構造コメントその５

2018年8月24日 615 敷地の地質・地質構造コメントその６

2018年10月26日 646 敷地の地質・地質構造コメントその７

2019年4月5日 700 敷地の地質・地質構造コメントその８

2019年11月29日 804 敷地の地質・地質構造コメントその９

2020年5月21日 862 敷地の地質・地質構造コメントその１０

2020年8月28日 893 敷地の地質・地質構造コメントその１１

2020年10月9日 906 敷地の地質・地質構造コメントその１２

敷地の地質・地質構造についての審査会合

２０１４年１２月１６日新規制基準への設置許可変更申請
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(1) Ｔｓ－３トレンチ

(2) Ｔｓ－３トレンチ

(3) Ｔｓ－１トレンチ

(5) Ｔｓ－２トレンチ

(4) Ｔｓ－１トレンチ

【804回】 補足資料21頁

【804回】 補足資料17頁
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・体積にして10％ を超えるような変化というものが本当に生
じているんだとすれば、岩石内にその痕跡というものも残って
いてしかるべきである（39頁）
・体積増加の証拠を現物で確認できるかが重要である（40頁）。
・膨張したとすれば、周りの鉱物は割れるはずで、そういう組
織がはっきり見えるはずである（42頁）。
・一般に火山岩というのは、もともとかなり気泡を含んでいる
岩石で、空間が結構ある。多少、粘土鉱物が膨張したぐらいで
は、まず空間を埋める。膨張した部分は。岩石全体が膨張する
というのは、よっぽど膨張率が高い場合だけである(43頁）。
・火山角礫岩のようなものが膨張するのか根本的な疑問がある
（43頁）。
・この露頭に見られる上載層の変形のこの様子（資料1-1の4-
15頁）は、これだけをみると、この部分が剛体的に断層に沿っ
て動いたために、こういう変形がおきたというふうに、これは
普通みるものだと思う(47頁）。

審査会合第８０４回の議事内容（甲150の3）
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